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要旨・既発表の有無

書写言語としてのアイヌ語は、ローマ字 (ラテンアルファベット)・カタカナ・キリル文
字など、多彩な文字と記法によって記述されてきた。その一方、抱合語としてのアイヌ語
は、日本語や欧米諸語とは全く異なる言語構造を持つことから、これらの言語向けの言語
処理手法は、そのままではアイヌ語に適用できない。ならば Universal Dependencies は、
どうだろう。言語横断的な文法構造記述として設計された Universal Dependenciesは、書
写言語としてのアイヌ語を、どの程度ちゃんと記述できるのだろう。『アイヌ神謠集』、『ア
イヌ語會話字典』、アイヌ語訳『五倫名義解』、『Ainsko-russki� slovar�』を Universal

Dependenciesコーパスとして記述していく中で、われわれは、われわれの見積りが甘かっ
たことを痛感すると同時に、それでも、アイヌ語 Universal Dependenciesが、アイヌ語の
言語処理に寄与することを確信した。本発表では、その一端について述べる。
本発表は、人文科学とコンピュータ研究会 (第 131回)の発表「ローマ字・カタカナ・キ
リル文字併用アイヌ語 RoBERTa・DeBERTaモデルの開発」(c)情報処理学会を拡張した
ものである。

1. アイヌ語 Universal Dependenciesの概要

アイヌ語 Universal Dependencies は、Senuma and Aizawa (2017, 2018) がローマ字 (ラテン
アルファベット)版を開発(1)し、安岡 (2021a,b)がカタカナ(2)・キリル文字への拡張をおこなっ
た。土台となった Universal Dependencies (UD)は、書写言語における品詞・形態素属性・依存
構造 (係り受け関係)を、言語に関わらず記述する手法である [Marneffe et al. (2021)]。句構造
を考慮せずに係り受け関係を記述することで、言語横断性を高めており、全ての文法構造を単
語間のリンクで記述するのが特徴である。
依存構造解析それ自体は、Tesnière (1959)の構造的統語論に源を発し、Mel’čuk (1988)の有

向グラフ記述によって、一応の完成を見た手法である。その最大の特長は、いわゆる動詞中

† yasuoka@kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp
(1) 瀬沼らによる公開は、知里 (1923)『アイヌ神謠集』の「ホテナオ」のみだった。
(2) われわれがカタカナ表記アイヌ語のデジタル化にかかわったのは、佐藤 (1996) が発端であり、それは JIS X

0213:2000へのアイヌ語表記用カタカナ追加として結実した。
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表 1 CoNLL-Uの各フィールド

1. ID: 単語ごとに付与されたインデックスで、文ごとに 1 から始まる整数。縮約語に対しては、
単語の範囲を示すのも可。

2. FORM:語、または、句読記号。
3. LEMMA:基底形、語幹。
4. UPOS: UDで規定された言語普遍な品詞タグ (表 2)。
5. XPOS:言語固有の品詞タグ。
6. FEATS: UDで規定された言語普遍な形態素属性のリスト。言語固有の拡張も可。
7. HEAD:当該の単語の係り受け元 ID。係り受け元が無い場合は 0とする。
8. DEPREL: UD で規定された言語普遍な係り受けタグ (表 3)。HEAD が 0 の場合は root とす
る。言語固有の拡張も可。

9. DEPS:複数の係り受け元を持つ場合、全ての HEAD:DEPRELペア。
10. MISC:その他のアノテーション。

表 2 UD品詞タグ (UPOS)

Open class words Closed class words Other

ADJ 形容詞 ADP 側置詞 PUNCT 句読点
ADV 副詞 AUX 助動詞 SYM 記号
INTJ 感嘆詞 CCONJ 並列接続詞 X その他
NOUN 名詞 DET 限定詞
PROPN 固有名詞 NUM 数詞
VERB 動詞 PART 接辞

PRON 代名詞
SCONJ 従属接続詞

表 3 UD係り受けタグ (DEPREL)

Nominals Clauses
Modifier
Words

Function
Words

Core
arguments

nsubj主語
obj目的語
iobj間接目的語

csubj節主語
ccomp節目的語
xcomp節補語

Non-core
dependents

obl斜格補語
vocative呼称語
expl形式語
dislocated外置語

advcl連用修飾節
advmod連用修飾語
discourse談話要素

aux動詞補助成分
cop繫辞
mark標識

Nominal
dependents

nmod体言による連体修飾語
appos同格
nummod数量による修飾語

acl連体修飾節 amod用言による連体修飾語
det決定語
clf類別語
case格表示

Coordination MWE Loose Special Other

conj接続
cc接続語

fixed固着
flat並列
compound複合

list細目
parataxis隣接表現

orphan親なし
goeswith泣き別れ
reparandum言い損じ

punct句読点
root親
dep未定義
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# text = kamuy tura okay=an

1 kamuy kamuy NOUN 名詞 _ 3 obl _ _

2 tura tura ADP 後置副詞 _ 1 case _ _

3 okay okay VERB 自動詞 _ 0 root _ SpaceAfter=No

4 =an =an PART 人称接辞 _ 3 nsubj _ _

# text = カムイトゥラオカヤン
1 カムイ kamuy NOUN 名詞 _ 3 obl _ _

2 トゥラ tura ADP 後置副詞 _ 1 case _ _

3-4 オカヤン _ _ _ _ _ _ _ _

3 オカイ okay VERB 自動詞 _ 0 root _ _

4 アン =an PART 人称接辞 _ 3 nsubj _ _

# text = kamu� tura oka�n

1 kamu� kamuy NOUN 名詞 _ 3 obl _ _

2 tura tura ADP 後置副詞 _ 1 case _ _

3-4 oka�n _ _ _ _ _ _ _ _

3 oka� okay VERB 自動詞 _ 0 root _ _

4 an =an PART 人称接辞 _ 3 nsubj _ _

図 1 アイヌ語 UDの CoNLL-Uデータ
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NOUN
名詞
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図 2 deplacyによるアイヌ語 UDの可視化

心主義によって言語横断的な記述が可能だという点にあり、Mel’čuk (1988) 依存文法をコン
ピュータ向けに洗練した UDにおいても、言語に関わらない記述、という特長が前面に押し出
されている。UDにおける文法構造記述は、句構造を考慮せず、全てを単語間のリンクとして
表現する。これにより、言語横断的な文法構造記述を可能としている。

UD係り受けコーパスの交換用フォーマットとして、CoNLL-Uと呼ばれるタブ区切りテキ
スト (文字コードは UTF-8)が規定されている。CoNLL-Uの各行は各単語に対応しており、表
1に示す 10個のタブ区切りフィールドで構成される。ID・FORM・LEMMAは、単語そのも
のに関するフィールドである。UPOS・XPOS・FEATSは、単語の品詞と形態素属性に関する
フィールドである。HEAD・DEPREL・DEPSは、単語の係り受けに関するフィールドである。
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UDにおける係り受け関係は、単語間の有向グラフをHEADとDEPRELで記述する。HEAD

は、その単語に入る有向枝のリンク元 IDを示しており、DEPRELは、その有向枝における係
り受けタグである。ただし、HEADが 0の場合、その枝に入るリンク元は存在しない。リンク
の本数は単語の個数に等しく、各リンクのリンク先は、全て互いに異なっている。すなわち、
各単語から出るリンクは複数の可能性があるが、各単語に入るリンクは 1 つだけである。な
お、リンクはループしない。

UDの係り受けリンクは、Mel’čuk (1988)依存文法の後裔にあたり、いわゆる動詞中心主義
である。動詞をリンク元として、主語や目的語へとリンクする。修飾関係においては、被修飾
語から修飾語へとリンクする。ただし、側置詞 (前置詞や後置詞) を体言の修飾語だとみなす
[Nivre (2015)]点が、Mel’čuk (1988)とは異なっている。また、コピュラ文においては動詞中
心主義を採らず、補語をリンク元として、主語や繫辞へとリンクする。

UDは単語長を規定しておらず、各言語ごとに、自由に単語長を決めることができる。アイ
ヌ語 UDでは、田村 (1996)『アイヌ語沙流方言辞典』を、作業上の単語認定に用いている。な
お、接尾辞・接頭辞については、人称接辞と動名詞接尾辞 (-iと-p)だけを語とみなし、それ以
外は前後の語にくっ付けている。
アイヌ語 UDの例として、「kamuy tura okay=an」「カムイトゥラオカヤン」「kamu� tura

oka�n」の CoNLL-Uデータを図 1に示す。LEMMAと XPOSは『アイヌ語沙流方言辞典』に
従っている(3)。また、これらの CoNLL-Uを比較すべく，deplacy [安岡 (2020)]で可視化した
(図 2)。UD依存構造は全く同一だが、「オカヤン」や「oka�n」は、文字の途中に単語境界が
ある点に注意されたい。

2. アイヌ語 Universal Dependenciesコーパスの作成

ローマ字・カタカナ・キリル文字で書かれたアイヌ語文書に対し、係り受け解析エンジン
esupar のアイヌ語 DeBERTa モードで仮コーパスを作成し、その結果をアイヌ語 UD エディ
ターで編集する、という手順で、アイヌ語 UDコーパスを作成した。以下、それぞれのアイヌ
語 UDコーパスについて、概要を述べる。

2.1 アイヌ　神謠集

知里 (1923)『アイヌ神謠集』は、本文 124ページに 13編のアイヌ神謡を収録しており、見
開き左ページ (偶数ページ) にローマ字で書かれたアイヌ語を、見開き右ページ (奇数ページ)

に日本語訳を配置している (図 3)。各編の構成は以下のとおり。
1.「銀の滴降る降るまはりに」(11ページ 230行)× 2

2.「トワトワト」(7ページ 136行)× 2

3.「ハイクンテレケハイコシテムトリ」(6ページ 121行)× 2

4.「サンパヤテレケ」(5ページ 104行)× 2

5.「ハリツクンナ」(4ページ 83行)× 2

(3) アイヌ語 UDの XPOSでは、固有名詞を名詞から分離し、数詞を連体詞から分離した上で、複他動詞を他動詞に
統合し、さらに記号を加えた [安岡 (2021b)]。
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図 3 『アイヌ神謠集』「ホテナオ」70～71ページ

# text = itskash awa ponrupneainu ene itaki : ―
1 itsk itak VERB 自動詞 _ 9 advcl _ SpaceAfter=No

2 ash =as PART 人称接辞 _ 1 nsubj _ _

3 awa awa CCONJ 接続詞 _ 1 mark _ _

4 pon pon VERB 自動詞 _ 6 amod _ SpaceAfter=No

5 rupne rupne VERB 自動詞 _ 6 amod _ SpaceAfter=No

6 ainu aynu NOUN 名詞 _ 8 nsubj _ _

7 ene ene ADV 副詞 _ 8 advmod _ _

8 itak itak VERB 自動詞 _ 9 acl _ SpaceAfter=No

9 i -i PART 接尾辞 _ 0 root _ _

10 : : PUNCT 記号 _ 9 punct _ _

11 ― ― PUNCT 記号 _ 9 punct _ _

itsk
itak

VERB
自動詞

advcl

ash
=as

PART
人称接辞

nsubj

awa
CCONJ
接続詞

mark

pon
VERB
自動詞

amod

rupne
VERB
自動詞

amod

ainu
aynu

NOUN
名詞

nsubj

ene
ADV
副詞

advmod

itak
VERB
自動詞

acl

i
-i

PART
接尾辞

root

:
PUNCT

記号

punct

—
PUNCT

記号

punct

図 4 「itskash awa ponrupneainu ene itaki : ―」のアイヌ語 UD
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6.「ホテナオ」(3ページ 66行)× 2

7.「コンクワ」(6ページ 125行)× 2

8.「アトイカトマトマキ、クントテアシフム、フム!」(8ページ 193行)× 2

9.「トーロロハンロクハンロク!」(2ページ 43行)× 2

10.「クツニサクトンクトン」(2ページ 30行)× 2

11.「此の砂赤い赤い」(3ページ 70行)× 2

12.「カツパレウレウカツパ」(3ページ 53行)× 2

13.「トヌペカランラン」(2ページ 43行)× 2

『アイヌ神謠集』のローマ字表記は『アイヌ語沙流方言辞典』と異なっており、また、誤植
も散見される(4)。われわれのアイヌ語 UD コーパスでは、『アイヌ神謠集』の表記をそのま
ま FORM に入れ、LEMMA と単語長を『アイヌ語沙流方言辞典』に合わせた。単語長の差
は、MISCの SpaceAfter=Noで吸収した。たとえば、図 3左 70ページ 10行目「itskash awa

ponrupneainu ene itaki : ―」に対しては、FORM は誤植も含めてそのままとし、LEMMA は
「itak =as awa pon rupne aynu ene itak -i : ―」としている (図 4)。なお、『アイヌ語沙流方言辞
典』に見当たらない単語については、基本的に片山 (2003)の単語認定に依っている。

2.2 アイヌ語會話字典

神保・金澤 (1898)『アイヌ語會話字典』は、本文 2段組 278ページの段組左側に日本語を、
右側にローマ字のアイヌ語訳を配置している (図 5)。Bugaeva (2011) は『アイヌ語會話字典』
を拡張する形で、トピック別アイヌ語会話辞典 (全 3847見出し)を公開している。
『アイヌ會話字典』のローマ字表記は『アイヌ語沙流方言辞典』と異なっており、特に単語長
の認定が全く違う。われわれのアイヌ語 UDコーパスでは、『アイヌ會話字典』の表記をそのま
ま FORMに入れ、LEMMAと単語長を『アイヌ語沙流方言辞典』に合わせた。単語長の差は、
FORM中の空白や、MISCの SpaceAfter=Noで吸収した。たとえば、図 5右側 18～19行目
「Tambeta ne shomo k’eiwange.」に対しては、FORMは「ta ne」に空白を含みつつ、LEMMA

は「tan pe tane somo k= eywanke .」としている (図 6)。

2.3 Ainsko-russki� slovar�

Dobrotvorski� (1875) アイヌ語・ロシア語辞典の補遺第 12 章 (図 7) には、キリル文字
で書かれた樺太アイヌ語の対話文が収録されている [寺田・安田 (2019)]。この対話文につい
ては、阪口 (2021) によるローマナイゼーションと日本語訳、および詳細な解説があり、これ
を参照しつつアイヌ語 UD コーパスの作成をおこなった。図 7 左ページ本文 3 行目「Tan�

kotàn� ohtà utása—an� kusú áregi an�.」に対するアイヌ語 UDを、図 8に示す。な
お、阪口 (2021)は「ohtà」のローマナイゼーションを「ohtà」としているが、われわれは『ア
イヌ語沙流方言辞典』に合わせて「or ta」とした。樺太アイヌ語を沙流アイヌ語に合わせるか
どうかについては、もちろん議論の余地があると考えられる。

(4) 図 3の左 70ページには、6行目「yetpo」→「petpo」、10行目「itskash」→「itakash」、12行目「eonnohetapne」
→「sonnohetapne」の誤植がある [佐藤 (2004)]。右 71ページには、15行目「性素」→「素性」、18行目「らうか
ら」→「からから」の誤植がある。
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図 5 『アイヌ語會話字典』21ページ

# text = Tambeta ne shomo k’eiwange.

1 Tam tan DET 連体詞 _ 2 det _ SpaceAfter=No

2 be pe NOUN 形式名詞 _ 6 obj _ SpaceAfter=No

3 ta ne tane ADV 副詞 _ 6 advmod _ _

4 shomo somo ADV 副詞 _ 6 advmod _ _

5 k’ k= PART 人称接辞 _ 6 nsubj _ SpaceAfter=No

6 eiwange eywanke VERB 他動詞 _ 0 root _ SpaceAfter=No

7 . . PUNCT 記号 _ 6 punct _ _

Tam
tan

DET
連体詞

det

be
pe

NOUN
形式名詞

obj

ta ne
tane

ADV
副詞

advmod

shomo
somo

ADV
副詞

advmod

k’
k=

PART
人称接辞

nsubj

eiwange
eywanke

VERB
他動詞

root

.
PUNCT

記号

punct

図 6 「Tambeta ne shomo k’eiwange.」のアイヌ語 UD
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図 7 『Ainsko-russki� slovar�』補遺第 12章

# text = Tan� kotàn� ohtà utása—an� kusú áregi an�.

1 Tan� tan DET 連体詞 _ 2 det _ _

2 kotàn� kotan NOUN 名詞 _ 3 nmod _ _

3 oh or NOUN 位置名詞 _ 5 obl _ SpaceAfter=No

4 tà ta ADP 格助詞 _ 3 case _ _

5 utása u-tasa VERB 自動詞 _ 9 advcl _ SpaceAfter=No

6 — - PUNCT 記号 _ 5 punct _ SpaceAfter=No

7 an� =an PART 人称接辞 _ 5 nsubj _ _

8 kusú kusu SCONJ 接続助詞 _ 5 mark _ _

9 áregi ar-iki VERB 自動詞 _ 0 root _ _

10 an� =an PART 人称接辞 _ 9 nsubj _ SpaceAfter=No

11 . . PUNCT 記号 _ 9 punct _ _

tan

DET
連体詞

det

kotan

NOUN
名詞

nmod

or

NOUN
位置名詞

obl

ta

ADP
格助詞

case

u-tasa

VERB
自動詞

advcl

PUNCT
記号

punct

=an

PART
人称接辞

nsubj

kusu

SCONJ
接続助詞

mark

ar-iki

VERB
自動詞

root

=an

PART
人称接辞

nsubj

PUNCT
記号

punct

Tan� kotàn� oh tà utása — an� kusú áregi an� .

図 8 「Tan� kotàn� ohtà utása—an� kusú áregi an�.」のアイヌ語 UD
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図 9 アイヌ語訳『五倫名義解』冒頭部
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2.4 アイヌ語訳『五倫名義解』

加賀家文書館 (別海町)所蔵のアイヌ語訳『五倫名義解』(整理番号 K3-21)は、室・空谷 (1855,

1858)『五倫名義解』に加賀伝蔵がアイヌ語訳を施したもので、文久～慶応年間に書かれたもの
である [深澤 (2014a)]。以下に示す 5章と刊記で構成される。

1.「父子有親」6ページ 12文× 2

2.「君臣有義」6ページ 14文× 2

3.「夫婦有別」6ページ 13文× 2

4.「長幼有序」7ページ 13文× 2

5.「朋友有信」8ページ半 13文× 2

6. 刊記 5ページ半 11文× 2

各ページには、日本語が 3行ずつ書かれており、その横にカタカナでアイヌ語訳が記されて
いるが、各章の表題はアイヌ語訳されていない (図 9)。アイヌ語訳に小書きカタカナは使われ
ておらず、拗音も促音も小書きにしない上、末子音が母音を伴って書かれている。深澤 (2014b)

が指摘するとおり、母音の混同 (イとヱ、ウとヲ)も散見される。しかも書き直しが多く、非常
に読みにくい。図 9のアイヌ語訳に対するアイヌ語 UDを、図 10に示す。ただし、「アルシヤ
ナ」に「earsayne」を当てていいのか、「ウバカシ」は「uwepakasnu」なのか、など多くの疑問
点が残っており [安岡・安岡 (2023)]、現在も引き続き作業中である。
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図 10 アイヌ語訳『五倫名義解』冒頭部のアイヌ語 UD
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2.5 国立アイヌ民族博物館ガイドブック

ウポポイ (民族共生象徴空間)はアイヌ語を第一言語としており [小林 (2023),深澤 (2023)]、
その方針は、国立アイヌ民族博物館 (2020a,b, 2021)にも踏襲されている。

図 11 『国立アイヌ民族博物館ガイドブック』21～22ページ

国立アイヌ民族博物館 (2020a)『国立アイヌ民族博物館ガイドブック』は、見開き左ページ
(奇数ページ)にアイヌ語で解説を書き、見開き右ページ (偶数ページ)にその日本語訳と英語訳
を載せる、という方針で編集されている (図 11)。アイヌ語はカタカナで書かれており、表題に
限ってローマ字が添えられている。図 11の「カムイトゥラオカヤン」「kamuy tura okay=an」
に対するアイヌ語 UDを、図 1・2に示す。ただ、各解説には執筆者が記されており、アイヌ
語 UDコーパスを作成した場合、著作権処理をどうおこなうべきか悩ましい。

3. アイヌ語 Universal Dependenciesの可能性

われわれが作成したアイヌ語 UDコーパスは、係り受け解析エンジン esuparの訓練に用い
ている。esuparのアイヌ語モジュールを訓練して解析精度を上げることで、さらなるアイヌ語
UDコーパスの作成が楽におこなえる。いわば循環システムだと考えてよい。このようなシス
テムがうまくいっているのは、UDの言語横断性に加え、単語長と LEMMAを田村 (1996)『ア
イヌ語沙流方言辞典』に押し込んだ点が、功を奏したと言える。
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ただ、樺太アイヌ語や釧路アイヌ語など、多種多様なアイヌ語を、全て沙流アイヌ語に押し
込んでいいものだろうか。この点は、われわれにとっても非常に悩ましい。多種多様なアイヌ
語をそのまま言語処理しようとすると、それぞれの分量が少なくなってしまうため、解析精度
が下がってしまう。多種多様なアイヌ語を保持したままで解析精度を維持するには、FORMに
原文を入れた上で、LEMMAを『アイヌ語沙流方言辞典』に接地する、という両天秤な手法し
か、うまくいくやり方を見つけきれていない。
アイヌ語 UDは万能ではない。実際、いくつかの文を記述する際に「綻び」が出てきている

のも、また事実である。たとえば「shichorpok chikushte shienka chikushte」(5)は、佐藤 (2004)

の指摘どおり「shi」を分離する方が適切 (図 12)なのだが、これはアイヌ語 UDとしては、かな
り特異な事例である。このような特異な事例を踏まえつつ、より適用範囲の広いアイヌ語コー
パスを作成していくには、どうすべきか。われわれの今後の研究に期待されたい。

konkani
NOUN
名詞

nmod

pon
VERB
自動詞

amod

ai
ay

NOUN
名詞

obj

shi
si-

PART
接頭辞

iobj

chorpok
corpok

NOUN
位置名詞

obl

chi
ci=

PART
人称接辞

nsubj

kushte
kuste

VERB
他動詞

acl

shi
si-

PART
接頭辞

iobj

enka
NOUN
位置名詞

obl

chi
ci=

PART
人称接辞

nsubj

kushte
kuste

VERB
他動詞

conj

,
PUNCT

記号

punct

図 12 「konkani ponai shichorpok chikushte shienka chikushte,」のアイヌ語 UD改良案
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